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３月３日(火)　産業建設委員会

• 付託された議案５件および請願１件について審査の
結果、議案はいずれも可決、請願は採択すべきと決
しました。

３月４日(水)　予算決算委員会 第１分科会

• 企画総務部、消防本部、教育委員会等の予算案につ
いて審査を行いました。

３月５日(木)　予算決算委員会 第２分科会

• 市民環境部、健康福祉部の予算案について審査を行
いました。

３月６日(金)　予算決算委員会 第３分科会

• 経済建設部、企業局等の予算案について審査を行い
ました。

３月10日(火) 本会議
 附属機関設置審査特別委員会
 総務文教委員会

• 市長より工事請負契約の締結についての議案１件が
提出され所管の常任委員会に付託しました。

• 附属機関設置条例の一部改正について審査を行いま
した。

• 付託された議案１件について審査を行いました。

３月12日（木）　予算決算委員会

• 全体質疑のうち特別質疑を行いました。

３月13日(金)　予算決算委員会

• 各分科会から報告を受け、採決を行い、いずれも可
決すべきと決しました。

３月17日(火)　第１回定例会 閉会

• 第１回定例会に提案されたすべての議案について各
常任委員長の報告を受け、採決を行った結果、議案
50件はいずれも可決、請願３件は採択しました。ま
た、請願２件については不採択としました。

• 議会運営委員会より議案１件が提出され可決しまし
た。

• 各常任委員会で請願が採択されたことにともない、
議員より意見書３件が提出され、採決の結果、いず
れも可決しました。

• 市長より人事案件２件が提出され、同意しました。

２月18日(水) 第１回定例会 開会
 予算決算委員会

• 市長より市政についての所信が表明され、平成27年
度一般会計予算案など議案37件、報告１件が上程さ
れました。

• 議案14件を予算決算委員会に付託しました。
• 平成27年度当初予算にかかる議案14件、報告１件の

全体説明を受けました。

２月24日(火)　一般質問

• ５会派による代表質問を行いました。

２月25日(水)　一般質問

• 議員５名による個人質問を行いました。

２月26日(木)　一般質問／予算決算委員会

• 議員３名による個人質問を行いました。
• 市長より平成26年度一般会計補正予算案など議案12

件が上程されました。
• 附属機関設置審査特別委員会を設置しました。
• 議案34件、請願１件をそれぞれ所管の常任委員会に

付託しました。
• 平成26年度補正予算にかかる議案12件の全体説明を

受けました。

２月27日(金)　総務文教委員会

• 付託された議案８件および請願１件について審査の
結果、議案はいずれも可決、請願は不採択とすべき
と決しました。

• その他の報告５件について担当課より説明を受けました。

３月２日(月)　生活福祉委員会

• 付託された議案９件および請願４件について審査の
結果、議案はいずれも可決、請願２件は採択、１件
は不採択、１件は継続審査とすべきと決しました。

• その他の報告１件について担当課より説明を受けました。

平成27年第１回定例会の主な審査状況



3

《 平成27年第１回定例会の提出議案と議決結果 》
議案番号 案　　　　　　　件 議決結果 所管の

委員会
議案第３号 平成27年度鳴門市一般会計予算

原案可決 予算決算

議案第４号 平成27年度鳴門市国民健康保険事業特別会計予算
議案第５号 平成27年度鳴門市後期高齢者医療特別会計予算
議案第６号 平成27年度鳴門市介護保険事業特別会計予算
議案第７号 平成27年度鳴門市公共下水道事業特別会計予算
議案第８号 平成27年度鳴門市公設地方卸売市場事業特別会計予算
議案第９号 平成27年度鳴門市産業団地開発事業特別会計予算
議案第10号 平成27年度鳴門市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
議案第11号 平成27年度鳴門市光熱水費等支出特別会計予算
議案第12号 平成27年度鳴門市給与費等管理特別会計予算
議案第13号 平成27年度鳴門市公債費管理特別会計予算
議案第14号 平成27年度鳴門市水道事業会計予算
議案第15号 平成27年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算
議案第16号 平成27年度鳴門市水道事業会計資本剰余金の処分について
議案第40号 平成26年度鳴門市一般会計補正予算（第６号）
議案第41号 平成26年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案第42号 平成26年度鳴門市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
議案第43号 平成26年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案第44号 平成26年度鳴門市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
議案第45号 平成26年度鳴門市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第２号）
議案第46号 平成26年度鳴門市産業団地開発事業特別会計補正予算（第１号）
議案第47号 平成26年度鳴門市光熱水費等支出特別会計補正予算（第１号）
議案第48号 平成26年度鳴門市給与費等管理特別会計補正予算（第１号）
議案第49号 平成26年度鳴門市公債費管理特別会計補正予算（第１号）
議案第50号 平成26年度鳴門市水道事業会計補正予算（第２号）
議案第51号 平成26年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第３号）
議案第17号 鳴門市行政手続条例の一部改正について

原案可決 総務文教

議案第18号 鳴門市職員諸給与条例の一部改正について
議案第19号 鳴門市単純労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について
議案第20号 鳴門市職員退職手当支給条例の一部改正について
議案第21号 鳴門市事務分掌組織条例の一部改正について

議案第22号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について

議案第23号 鳴門市立幼稚園における預かり保育の実施に関する条例の一部改正について
議案第24号 鳴門市立幼稚園条例の一部改正について
議案第52号 工事請負契約の締結について（旧鳥居記念博物館耐震改修工事のうち建築工事（その２））
議案第25号 鳴門市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

原案可決 生活福祉

議案第26号 鳴門市介護保険条例の一部改正について
議案第27号 鳴門市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定について

議案第28号
鳴門市指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定
について

議案第29号 鳴門市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

議案第30号 鳴門市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

議案第31号 鳴門市男女共同参画推進条例の制定について
議案第32号 鳴門市立保育所条例の制定について
議案第33号 鳴門市保育の実施に関する条例の廃止について
議案第34号 鳴門市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について

原案可決 産業建設
議案第36号 新たに生じた土地の確認について
議案第37号 字の区域の変更について
議案第38号 鳴門市と丸亀市との間におけるモーターボート競走施行に関する事務の委託に係る協議について
議案第39号 鳴門市と宮島競艇施行組合との間におけるモーターボート競走施行に関する事務の委託に係る協議について

議案第35号 鳴門市附属機関設置条例の一部改正について 原案可決 附属機関設
置審査特別

報告第１号 弾力条項の適用について（平成26年度鳴門市モーターボート競走事業会計） 報 告 予算決算
発議第１号 鳴門市議会委員会条例の一部改正について 原案可決
意　第１号 国による乳幼児（義務教育就学前児童）医療費無料制度の創設を求める意見書 原案可決
意　第２号 国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）廃止を求める意見書 原案可決 
意　第３号 海洋環境整備事業の充実と「緊急確保航路」の指定を求める意見書 原案可決
同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意
諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 同 意
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国による乳幼児（義務教育就学前児童）医療費無料制度の創設を求める意見書
　わが国の合計特殊出生率は、	2006年から
若干回復して2013年には1.43となりました
が、人口を維持するのに必要な合計特殊出生
率2.08への回復は、依然として困難である。
　また、出生数・出生率そのものは減少し
ており、2001年（人口1000対9.3）から2013
年（人口1000対8.2）に落ちている。さらに、
2013年４月１日現在の子どもの数（15歳未
満の推計人口）は32年連続の減少で、総人口
に占める子どもの割合は39年連続の低下と
なる12.9%で世界最低水準値である。
　少子化の進行は、人口構造の高齢化や将来
の生産年齢人口の減少にもつながり、子ども
の健全な成長への影響のみならず、社会経済
や社会保障のあり方にも重大な影響を及ぼす
ことが懸念される。

　こうしたことから、子育て家庭の経済的負
担を軽減する措置が少子化対策の重要施策と
なっており、本県をはじめとするすべての都
道府県及び市区町村において、乳幼児・児童
医療費助成制度が実施されている。
　しかしながら、市町村の制度内容の格差が
年々拡大している状況である。
　児童期までの年代は、病気に罹りやすく、
また、アトピー性皮膚炎、小児喘息など長期
の療養を要する病気も増加しており、病気の
早期発見と早期治療、治療の継続を確保する
上で、医療費助成制度は極めて重要な役割を
担っている。さらに、厚生労働省が推進する
「8020」運動の達成のためには、永久歯が完
成する中学校時期までの口腔管理の充実を図
るためにも同制度の果たす役割は大きくなっ

ている。
　このような地方公共団体の施策を一層充実
させ、子どもを安心して産み、育てることの
できる社会の実現をめざすには、地方制度の
安定化が必要であり、そのためには国による
支援が不可欠である。
　よって、政府におかれては、当面、義務教
育就学前児童に対する医療費無料化制度を早
期に創設されるよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意
見書を提出する。
	
　平成27年３月17日
　　　　　　　　　　　　　　　鳴門市議会

国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）廃止を求める意見書
　今日の少子化の深刻な進行と不況下におい
て、子育て中の若年世帯への直接的な経済援
助、育児への心理的支援として、乳幼児医療
費助成制度はすべての都道府県、すべての市
区町村において実施されている。その中で今、
解決を待たれている問題として、医療費助成
方法の現物給付方式への改善がある。
　医療費助成相当額を償還払いとする方式に
おいては、患者は窓口でいったん一部負担金
を支払い、償還されるのは２か月後になって
いる。一方、現物給付方式においては、窓口

での支払が不要となり、助成制度の主旨が生
かせるところから、この方式への改善が求め
られている。
　ところが、自治体独自の助成創設・実施を妨
げている要因に、国民健康保険に対する国庫
負担金の調整の規定（国民健康保険法第71条、
国民健康保険の国庫負担金等の算定に関する
政令第３条）がある。この規定により、乳幼児
医療費助成制度等の各種の医療費助成制度に
現物給付方式を採用する地方公共団体は、国
保国庫負担金の減額を余儀なくされ、財政運

営上の支障となっている。これはまた、政府が	
推進する少子化対策に矛盾する措置である。
　よって、政府におかれては、乳幼児・児童
医療費助成制度に係る国保国庫負担金の調整
（減額）を廃止されるよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意
見書を提出する。

　平成27年３月17日
　　　　　　　　　　　　　　　鳴門市議会

海洋環境整備事業の充実と「緊急確保航路」の指定を求める意見書
　今、国の事業として進められている海洋環
境整備事業は、海上の浮遊ゴミや油の回収に
よって船舶航行の安全を守り、海洋の豊かな
自然環境を維持しており、住民の生活や安全
に欠かせない大切な国の役割です。ここ瀬戸
内海においても船舶事故などによる油流出事
故が発生しており、油防除体制の強化や海面
浮遊ゴミ・油回収事業の体制の充実が求めら
れます。	東日本大震災の教訓をもとに、一
昨年6月には「港湾法」が改正され、非常災害
時における、港湾機能の維持・早期復旧を目

的とした「緊急確保航路」が定められ、昨年１
月には、三大湾（東京湾・伊勢湾・大阪湾）が
「緊急確保航路」に指定されましたが、南海ト
ラフ巨大地震などの防災対応が急がれるもと
で、三大湾以外の瀬戸内海においても、非常
災害時における国の責任と役割として、早急
に「緊急確保航路」に指定されることが重要で
す。
　以上のことから、次の事項の実現を強く要
望します。
1. 海洋の環境と船舶航行の安全を守る、海洋

環境整備事業を国の役割として充実させる
こと。

2. 非常災害時の緊急支援物資の輸送や港湾機
能の維持・早期復旧を行う「緊急確保航路」
の指定を瀬戸内海について行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により	
意見書を提出します。

　平成27年３月17日
　　　　　　　　　　　　　　　鳴門市議会

「請願第９号　安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める請願書」については、委員会の審査において継続審査となりました。
平成27年第２回定例会で、再度審査を行う予定です。

➡ 定例会で可決された意見書は各関係機関へ送付しました ➡

請願の処理
請願番号 案　　　　　　　件 審議結果 所管の

委員会
請願第５号 消費税増税の撤回を求める意見書提出を求める請願書 不 採 択 総務文教
請願第10号 介護従事者の処遇改善を求める請願書 不 採 択

生活福祉請願第11号 国による乳幼児（義務教育就学前児童）医療費無料制度の創設を求める意見書に関する請願書 採 択
請願第12号 国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）廃止を求める意見書に関する請願書 採 択
請願第13号 海洋環境整備事業の充実と「緊急確保航路」の指定を求める意見書採択に関する請願書 採 択 産業建設
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 議案第35号　鳴門市附属機関設置条例の一部改正について
〔説明〕鳴門市児童福祉審議会の担任事務の追加及び、鳴門市いじめ問題等対策委員会、鳴門市いじめ問題再

調査委員会、鳴門市水道事業審議会を、新たな附属機関として設けるため所要の改正を行うもの。
（意見）事務局からの提案を追認するためだけの鳴門市児童福祉審議会とならないように。
（要望）いじめ問題等対策委員会の設置までに至らないような対策の実施や学校への支援、子どもからのサイ

ン等に早期に気づき、子どもの目線にたった対応に努めてほしい。
（要望）水道事業は、黒字との認識が強いが、老朽化した設備の整備のために膨大な事業費が必要であるなど、

水道事業の実態を正確に伝えてほしい。

審
査
特
別
委
員
会

附
属
機
関
設
置

 議案第24号　鳴門市立幼稚園条例の一部改正について
〔説明〕平成27年４月１日から子ども・子育て支援新制度が本格施行されることに伴い、給付費制度が導入され、

これまでの公立幼稚園や保育所の保育料のあり方に変更が生じたことから、幼稚園保育料の見直しを行
うなど、所要の改正を行うもの。

（質疑）幼稚園の保育料について、所得にかかわらず園児１人１月あたり8,800円だったが、今回の改正で応能
負担となることについて影響は。

〔説明〕本市の現状として、資産見込みでは給付対象者の約半数が負担増となるが、保育料総額では従来とあま
り変わらないか若干下がる見込みである。

総
務
文
教
委
員
会

 請願第13号　海洋環境整備事業の充実と「緊急確保航路」の指定を求める意見書採択に関する請願書
〔説明〕震災等があった場合には、港湾局長の判断により震災等のあったところに船を派遣し、航路を確保し、

支援物資等も運ぶ緊急確保航路の制度が作られたが、指定は、東京湾、伊勢湾、大阪湾のみで、紀伊水
道を含む瀬戸内海が適用範囲外となっており、瀬戸内海全域において緊急確保航路の指定を行い、国の
直轄事業として行うよう国に対して意見書の提出を求めるもの。

（質疑）国が決めた緊急確保航路と、現場の声が違うことから、その違いについて、現場の職員としてどのよう
な思いがあるのか。

〔説明〕現業職員である行政職２号職員を採用しないという方針があることから技能職員が高齢化しており、 
小松島港湾整備局においても今月末に船長が退職した後、補充がない状態であり、このままでは、国の
直接の事業として成り立たたない状況になることから、緊急確保航路に指定されれば、担当する船舶に
ついては、技能職員が乗り込み、経験・知識に裏付けされ、事業を直接行うことが出来ることからも、
指定を求めるもの。

（意見）東日本大震災等、非常事態が起こったことから、港湾法が改正され、緊急確保航路が指定されることと
なり、また現場の声として、専門的な知識のある職員の配置が必要なことからも、この願意に添いたい。

産
業
建
設
委
員
会

 議案第３号　平成27年度鳴門市一般会計予算
〔説明〕胃がんリスク検診のうちＡＢＣ検診は、血液検査のみで判定出来る利点があり、対象年齢は40歳から49

歳としており、 50歳代の方には、内視鏡検査による対応を検討したい。
（意見）ＡＢＣ検診は非常に有効な手立てだと思うので、積極的に周知し、検診率を上昇させて欲しい。また、

大腸がんの検診率も低いので上がるように取り組んで欲しい。
〔説明〕農地中間管理機構の制度は、地域の農業の担い手に対して、使いやすいように貸借を促進し、農地を 

集めていこうとするものであるが、本市においてはまだ制度の利用がない。
（意見）個人間で無償で農地の貸し借りをしている場合があるので、この制度を活用すれば、貸した方も、協力

金等が支払われることから、広く周知してほしい。

予
算
決
算
委
員
会

 議案第26号　鳴門市介護保険条例の一部改正について
〔説明〕第１号被保険者の介護保険料について、第６期介護保険事業計画の策定にあわせて、３年に一度の見

直しを行うとともに、還付・充当についての手続きを明文化するための規定を追加し、また、介護保
険法の改正により実施することとされた地域支援事業の新規事業実施の猶予期間を条例において規定
するための所要の改正を行うもの。

（質疑）他の市町村も今回、国から示された基準に従い保険料率を設定する
予定であるのか、また、今回、値上げすることについては、事業が
財政的に切羽詰まった状況にあるためと考えてよいのか。

〔説明〕他団体においても同じ状況にあると考えており、また、本市にお
いては、国から示された９段階の基準に、市独自に３段階を加え、 
12段階として、負担の平準化を図る予定であり、今後の介護給付費
や認定者数を想定した場合に必要な値上げである。

（質疑）第６期計画期間における介護保険料の基準額が２割も上昇しており、市として市民負担について 
どう考えているのか、また、第４期、第５期計画の検証が出来ているのか。

〔説明〕第４期、第５期計画期間における介護保険料の基準額が4,800円、第６期計画期間が5,760円に上昇した
理由としては、第４期計画期間から第５期計画期間については、介護給付費準備基金を活用しできる
限り抑えたが、今後、介護給付費の伸びが大きくなることが十分想定され、介護予防も含めて一生懸
命行い何度も精査した結果であり、第６期計画では、応能負担の考え方が追加されたため、高額所得
者には応分の負担をお願いする。

生 

活 

福 

祉 

委 

員 

会

●  ●  ●  ●  委員会審査から  ●  ●  ●  ●

平成27年度より
介護保険料の基準額が
4,800円から5,760円
へと変更になります。
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質 
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＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

会派 郷土

林
はやし

　 勝
かつ

義
よし

代表質問◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
鳴
門
市
は
老
朽
化
し
た
本
庁
舎
の

整
備
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答
平
成
２
年
度
よ
り
将
来
的
な
庁
舎
の

建
て
か
え
も
視
野
に
入
れ
庁
舎
整
備
基

金
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
が
、
平
成
26

年
度
末
の
残
高
は
約
７
億
４
１
０
０
万

円
あ
り
、
新
た
に
庁
舎
を
建
設
す
る
た

め
に
は
こ
の
基
金
も
含
め
た
財
源
の
確

保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
今
後
は
平
成
28
年
度
策
定
予
定

の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お

い
て
将
来
の
市
有
施
設
の
あ
り
方
や
長

期
の
財
政
収
支
見
通
し
を
十
分
精
査

し
て
い
く
な
か
で
、
庁
内
で
の
調
査
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
競
艇
事
業
に
つ
い
て

問
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
新
ス
タ
ン
ド

の
設
備
改
善
に
つ
い
て
。

答
新
ス
タ
ン
ド
建
設
事
業
は
現
在
、
順

調
に
進し
ん
ち
ょ
く捗
し
て
お
り
コ
ン
パ
ク
ト
・
地

域
開
放
・
人
に
優
し
い
低
コ
ス
ト
で
省

エ
ネ
・
防
災
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
建
設
し

ま
す
。
新
ス
タ
ン
ド
に
お
い
て
は
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
か
ら
観
客
席
ま
で
を
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
つ
な
ぐ

こ
と
に
よ
り
移
動
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
お
客
様
が

観
戦
す
る
ガ
ラ
ス
面
に
ノ
ン
リ
ブ
ガ
ラ

ス
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
観
客
席

か
ら
競
走
水
面
を
見
や
す
く
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
１
タ
ー
ン
マ
ー
ク
に
近
い

部
分
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
キ
ャ
ビ
ン
を
設

け
レ
ー
ス
の
迫
力
を
楽
し
み
な
が
ら
舟

券
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

築50年を経過した本庁舎

代 表 質 問

●圃山　俊作 （会派 志）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 防災対策の推進について
　⑵ アジア初演「なると第九」ブラ
　　 ンド化プロジェクトについて 

●林　　勝義 （会派 郷土）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 長期的展望に立った行政運営
　　 について
２. 競艇事業について
　⑴ ボートレース鳴門新スタンド
　　 について
　⑵ ボートレース鳴門周辺エリア
　　 の整備について 

●谷㟢　　徹 （会派 有志会） 
１.市長の政治姿勢について
　⑴ 地方創生について
　⑵ 子ども・子育て支援新制度に
　　 ついて
　⑶ 危険老朽空き家
　　 対策について

●松浦　富子 （会派 公明党鳴門市議団）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 地方創生について
　⑵ 子どもの貧困対策について  

●三津　良裕 （会派 創心クラブ） 
１.市長の政治姿勢について
　⑴ 平成27年度当初予算について
　⑵ 鳴門市の財政状況について
２.都市環境の整備について
　⑴ 四国の玄関口としての鳴門市
　　 の環境整備について
３. 土木行政について
　⑴ 明神・日出線について 

・本会議…議場
  （受付：東側階段より３階傍聴席入口）
・委員会…委員会室
  （受付：中央階段またはエレ
    ベーターで３階議会事務局）
当日、傍聴券をお渡ししますの
で、受付にてお名前、ご住所、
年齢をご記入ください。
職員がご案内いたします。

傍聴にお越しください

一　般　質　問
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＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

会派 有志会

谷
たに

﨑
ざき

 　徹
とおる

会派 創心クラブ

三
み

津
つ

 良
よし

裕
ひろ

代表質問

代表質問

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
国
の
平
成
27
年
度
予
算
で
地
方
創
生

関
連
予
算
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
流
れ
に
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
で
努
力
義

務
と
し
て
い
る
鳴
門
市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

並
び
に
総
合
戦
略
に
つ
い
て
の
策
定
時
期

と
内
容
は
。

答
鳴
門
市
版
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
予
算
に
反
映
可
能
な
11
月
頃
ま
で

に
策
定
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
の
総

合
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
４
つ
の
基
本
目
標

で
あ
る「
▽
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
▽
新

し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
▽
結
婚
、出
産
、

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
▽
安
心
な
く

ら
し
を
守
る
と
と
も
に
地
域
と
連
携
す

る
」な
ど
、
本
市
の
特
性
に
あ
っ
た
地
方

創
生
が
展
開
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い

て
は
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
鳴
門
市
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
平

成
27
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
最
も

重
点
を
置
い
た
こ
と
は
。

答
本
市
の
人
口
減
少
が
続
く
中
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
、
防
災
対
策
、
子
育
て
・
教
育

環
境
の
充
実
に
配
慮
し
、
本
市
の
魅
力
向
上

や
定
住
人
口
の
確
保
、
交
流
人
口
を
拡
大
す

る
施
策
の
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

問
歳
出
の
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
合
計
が
、
歳
入
の
自
主
財
源
を
は
る

か
に
上
回
っ
て
い
る
。
人
件
費
と
公
債

費
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
扶
助
費
は
増
加
傾
向
で
、
公
債
費
も
高

止
ま
り
が
続
き
平
成
28
年
度
が
最
大
に
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
税
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
財
源
不
足
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成

28
年
度
も
し
く
は
平
成
29
年
度
に
お
い
て

地
方
債
の
発
行
許
可
団
体
に
な
る
18
％
に

近
づ
く
可
能
性
が
あ
り
、
財
政
状
況
は
楽

観
視
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
行
財
政
改
革
を
進
め
て
、
事
業
の
取

園
に
対
し
て
の
国
の
財
政
支
援
が一元
化

さ
れ
、
保
育
環
境
の
量
的
、
質
的
拡
充

が
図
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
保
護
者
に

と
っ
て
関
心
の
高
い
保
育
料
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
見
直
し
が
さ
れ
た
の
か
。

答
平
成
26
年
度
で
は
国
か
ら
示
さ
れ
た
所

得
階
層
は
８
階
層
で
す
が
、
本
市
で
は
13

階
層
と
し
て
、
特
に
、
中
間
世
帯
の
負
担

軽
減
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
見
直
し

で
は
、
大
半
の
階
層
で
、
そ
の
額
を
据
え
置

い
て
お
り
、
幼
稚
園
よ
り
保
育
料
が
高
く

な
っ
て
い
た
階
層
に
つ
い
て
は
負
担
額
を
引

き
下
げ
均
衡
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
公
立

幼
稚
園
の
保
育
料
は
月
額
８
８
０
０
円
の

定
額
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
制
度
で
は
、

国
か
ら
５
段
階
の
所
得
階
層
ご
と
の
上
限

額
が
設
定
さ
れ
、
本
市
で
は
、
細
分
化
し
６

段
階
の
所

得
階
層
を

設
定
し
ま

し
た
。
今

後
、
保
育

料
の
見
直

し
内
容
に
つ

い
て
、
保
護

者
の
皆
様
へ

の
周
知
を
図

っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

り
組
み
に
優
先
順
位
を
つ
け
た
取
捨
選

択
が
必
要
で
は
。

答
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
事
業
の
緊
急

性
・
必
要
性
を
考
慮
し
、
投
資
的
事
業
に

つ
い
て
は
選
択
と
重
点
化
を
行
い
、
年
度

間
の
平へ
い

準じ
ゅ
ん

化か

を
図
り
ま
し
た
。

◆
都
市
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
旧
ご
み
焼
却
場
施
設
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
。

答
跡
地
の
一
部
を
災
害
時
の
避
難
場

所
や
救
援
基
地
と
な
る
防
災
広
場
と
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
周
辺
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
。

答
今
後
策
定
す
る

基
本
計
画
の
中
で
鳴

門
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
景
観
・
空
間
と
な

る
よ
う
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
高
速
バ
ス
停
周
辺
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
。

答
本
市
の
主
要
な
交
通
拠
点
と
し
て

整
備
し
て
い
ま
す
。

◆
土
木
行
政
に
つ
い
て

問
市
道
明
神
日
出
線
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
。

答
残
り
の
４
期
、
５
期
工
事
区
間
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公立幼稚園の保育料は細分化へ

JR 鳴門駅周辺
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代 

表 

質 

問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

会派 志

圃
はたけやま

山 俊
しゅんさく

作

会派 公明党鳴門市議団

松
まつ

浦
うら

 富
とみ

子
こ

代表質問

代表質問◆
地
方
創
生
に
つ
い
て

問
地
方
活
性
化
を
め
ざ
し
２
０
１
5

年
度
中
に
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方

版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
事
に
な
る

が
、
そ
の
地
方
創
生
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
人
づ
く
り
が
重
要
と
な
る
が
本
市
の

考
え
は
。

答
平
成
23
年
に
制
定
し
ま
し
た
自
治
基

本
条
例
の
中
で
人
づ
く
り
を
基
本
理
念

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ま
ち
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
づ
く
り
の
推
進
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
新
た

な
人
材
の
確
保
な
ど
人
づ
く
り
に
係
る

各
施
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

人
へ
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
魅

力
を
高
め
る
仕
事
を
つ
く
る
施
策
を
あ

わ
せ
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
人
を
呼
び

寄
せ
育
成
す
る
事
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
お
り
、
各
施
策
を
効
果
的
に
組
み

合
わ
せ
た
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

問
阪
神
淡
路
大
震
災
当
時
、
鳴
門
市
は

震
度
４
で
大
き
な
被
害
を
出
し
、
平
成
27

年
2
月
6
日
に
お
き
た
地
震
で
は
、
県
南

部
の
牟
岐
町
で
は
震
度
５
強
を
記
録
し
た

が
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
地
震
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
あ
わ

せ
て
ど
の
よ
う
に
分
析
・
判
断
し
考
え
て

い
る
の
か
。

答
南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
地
震
は
、
海
の

プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
時
に
陸
の
プ
レ
ー
ト

を
地
下
に
引
き
ず
り
込
ん
で
い
き
、
陸
の
プ

レ
ー
ト
が
引
き
ず
り
に
耐
え
ら
れ
な
く
な

り
、
跳
ね
上
げ
ら
れ
る
と
き
に
発
生
し
ま

す
。
ま
た
、
震
度
と
発
生
す
る
被
害
の
関

係
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
震
度
が
大
き
く
な

れ
ば
、
被
害
の
程
度
も
大
き
く
な
っ
て
い
く

も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
対
象
と

な
る
建
物
や
構
造
物
の
状
態
、地
盤
の
状
況
、

住
居
の
集
ま
り
具
合
な
ど
に
よ
り
被
害
の
程

度
は
異
な
り
、
阪
神
淡
路
大
震
災
当
時
は
、

地
震
の
計
測
が
徳
島
市
で
行
わ
れ
て
お
り
、

震
度
４
は
徳
島
市
の
数
値
で
あ
り
、
本
市
は

よ
り
大
き
な
震
度
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
震
災
当
時
は
、
地
震
の
揺
れ

に
強
い
建
物
の
比
率
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
牟
岐
町
な
ど
に
比
べ
る
と
本
市

が
液
状
化
な
ど
揺
れ
の
影
響
を
う
け
や
す
い

地
盤
と
な
って
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問
本
市
に
お
け
る
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
子
ど
も
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
現
状
と
貧
困
の
連
鎖

に
な
ら
な
い
た
め
の
今
後
の
対
策
は
。

答
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
属
す
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
と
し
て
、
現
在
、

中
学
３
年
生
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対

象
に
高
校
入
学
ま
で
段
階
的
に
支
援
を

行
う
高
校
進
学
等
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
児
童
扶
養
手
当

等
の
経
済
的
支
援
や
求
職
を
支
援
す
る

た
め
の
自
立
支
援
給
付
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策

と
し
て
平
成
27
年
４
月
よ
り
新
た
に
生

活
困こ
ん

窮き
ゅ
う

者し
ゃ

自
立
相
談
支
援
事
業
に
お

い
て
貧
困

状
態
に
あ

る
家
庭
の

自
立
に
向

け
た
相
談
、

住
宅
確
保
、

就
労
訓
練

な
ど
の
支

援
を
包
括

的
に
実
施

し
ま
す
。

◆
観
光
・
文
化
に
つ
い
て

問
ア
ジ
ア
初
演「
な
る
と
第
九
」ブ
ラ
ン

ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
観
光
・
文

化
・
教
育
・
環
境
分
野
で
の
指
導
体
制
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答「
な
る
と
第
九
」は
戦
争
が
も
た
ら
し
た

「
負
の
遺
産
」が
多
い
中
、
戦
争
を
乗
り
越

え
て
育
ま
れ
た
友
愛
の
精
神
を
証
明
す
る

「
正
の
遺
産
」と
し
て
認
知
さ
れ
る
べ
き
素

晴
ら
し
い
財
産
で
あ
り
本
市
か
ら
国
内
外

に
向
け
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
初
演「
な
る
と
第
九
」ブ
ラ
ン
ド
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
に
は
４
つ
の
専

門
部
会
が
あ
り
、
さ
ら
に
全
庁
的
な
取
り

組
み
と
す
る
た
め
に
、
副
市
長
を
座
長
と

す
る
部
長
級
の
庁
内
会
議
を
設
け
て
お
り
、

現
在
、
ア
ジ
ア
初
演「
な
る
と
第
九
」ブ
ラ
ン

ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
本
計
画
に
続
き
、
計

画
的
、
効
率
的
な
事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

を
図
る
た

め
、
実
施
計
画
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
ア
ジ
ア
初
演「
な
る
と
第
九
」

ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
を

中
心
に
、
産
・
学
・
官
・
民
が
連
携
し
継

続
的
に「
な

る
と
第
九
」

ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し

て
い
く
た

め
、
将
来

を
見
据
え

た
持
続
可

能
な
方
針

や
事
業
を

検
討
し
実

施
し
て
い

き
た
い
と

考
え
て
い

ま
す
。

鳴門市生活自立相談支援センター

第九ブランド化基本計画
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個 

人 

質 

問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

問
近
隣
市
町
の
学
校
の
教
育
環
境
と

比
べ
る
と
劣
っ
て
い
る
こ
と
が
学
力
向

上
に
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
様
々
な
教
育
機
器
の
整
備
を
図
る
こ

と
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
に
対
す
る
意

欲
や
興
味
関
心
を
高
め
、
学
力
向
上
に

つ
な
が
る
た
め
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
教
育
環
境
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
防
災
行
政
に
つ
い
て

問
災
害
時
に
踏
切
の
遮
断
機
が
お
り
る

な
ど
し
て
J
R
鳴
門
線
が
避
難
の
妨
げ

に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
た
う
え
で

J
R
四
国
と
の
連
携
が
で
き
て
い
る
か
。

答
地
震
発
生
時
に
踏
切
に
遮
断
機
が
お

り
る
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
J
R
四
国

と
も
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
国

の
動
向
を
注
視
し
、
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
土
木
行
政
に
つ
い
て

問
道
路
の
補
修
等
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
お
り
、
水
道
事
業
と
連
携
し
水
道
管

布
設
工
事
時
に
、
全
面
舗
装
を
す
る
な

ど
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ

の
長
寿
命
化
の
た
め
予
防
保
全
の
包
括

委
託
に
つ
い
て
の
研
究
は
。

答
道
路
補
修
は
、
現
状
を
把
握
し
必

要
性
、
緊
急
性
を
勘
案
し
優
先
順
位
を

つ
け
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
水
道
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
状
態
が
悪
い
と
き
は
全
面

舗
装
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
に
つ
い
て

は
、
包
括
的
な
委
託
を
含
め
て
、
先
進

的
な
事
例
も
調
査
・
研
究
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

叶
かな

井
い

 克
かつ

典
のり

個人質問

個 人 質 問

遮断機が避難の妨げにならないように

●叶井　克典
１. 教育行政について
　⑴ 教育環境について
２. 防災行政について
　⑴ 災害時の対応について
３. 土木行政について
　⑴ 道路補修について

●平塚　保二
１. 下水道行政について
　⑴ 機構改革の効果について
　⑵ 公共下水道と合併処理浄化槽
       の進め方について
２. 消防行政について
　⑴ 救急搬送について
　⑵ 救急救命士の
       役割等について 

●川田　達司
１. 福祉行政について
　⑴ 第６期鳴門市高齢者保健福祉
   　 計画及び介護保険事業計画に
       ついて
　⑵ 認知症者の見守りネット構築
   　 について 

●浜　　盛幸
１. 防災・減災行政について
　⑴ デジタル防災行政無線について
　⑵ 震災等による路面下の空洞化に
　　 ついて
２. 教育行政について
　⑴ 日本遺産制度について

●秋岡　芳郎 
１. スポーツ行政について
　⑴ 鳴門市スポーツ推進計画に
       ついて
　⑵ スポーツ施設の整備について
２. 高齢者対策について
　⑴ 健康づくり及び高齢者の健康
       について
　⑵ 高齢者世帯の公共下水道事業
       について 

●山根　　巌
１. 教育行政について
　⑴ 魅力ある学校づくりについて
　⑵ 学校給食のあり方について
２. 情報交流人口を増やすための
　  取り組みについて
　⑴ 市公式ウェブサイトについて  

●上田　公司 
１. 職員の処遇について
　⑴ 非正規職員について
　⑵ 正規職員について
２. 学校教育について
　⑴ 特別支援について

●東谷　伸治
１. 鳴門市の資産の整理について
　⑴ 未利用施設等の現状について
　⑵ 資産管理計画の策定について  

《傍聴席》

傍聴人の定員は40名です
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◆
防
災
・
減
災
行
政
に
つ
い
て

問
東
日
本
大
震
災
時
の
例
に
よ
る
と

交
通
網
の
寸
断
や
、
情
報
通
信
機
器
の

麻ま

痺ひ

な
ど
に
よ
り
、
人
命
救
助
や
復
旧

等
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

の
問
題
が
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
路
面

下
の
空
洞
化
に
よ
る
道
路
陥か

ん

没ぼ
つ

に
よ
り

救
援
・
復
旧
活
動
に
大
き
な
支
障
が
お

き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
、
路

面
下
の
空
洞
調
査
は
、
車
で
道
路
を
通

過
す
る
だ
け
で
簡
単
に
発
見
で
き
る
調

査
機
器
が
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
路
面
下
の
空
洞
調
査
へ
の
対
応
は
。

答
地
震
等
の
災
害
時
に
路
面
下
の
空

洞
を
原
因
と
す
る
道
路
陥か
ん

没ぼ
つ

事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
速
や
か
な
総
点
検
、

再
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
市
で

も
、
平
成
28
年
度
に
橋き
ょ
う
り
ょ
う梁

点
検
を
終

え
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
道
路
の
ひ
び

割
れ
や
た
わ
み
等
の
道
路
状
況
を
確
認

し
、
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
道
路
調
査

車
等
を
用
い
た
空
洞
調
査
の
検
討
を
考

え
て
い
ま
す
。

◆
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

問
臨
時
的
任
用
職
員
の
通
勤
手
当
や

有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員

と
さ
し
た
る
差
を
つ
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
明
確
な
理
由
も
な
い
こ
と
か

ら
、
正
規
職
員
と
同
じ
取
り
扱
い
と

す
る
べ
き
で
は
。

答
臨
時
的
任
用
職
員
の
勤
務
条
件
に

つ
い
て
は
、
他
団
体
よ
り
も
有
利
な
条

件
と
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
他
団
体
の
状
況
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
い
必
要
に
応
じ
勤
務

条
件
等
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
有
料
化
さ
れ
た
職
員
駐
車
場
に
つ

い
て
、
抽
選
に
漏も

れ
た
職
員
は
ず
っ
と

高
い
駐
車
料
金
を
払
い
続
け
る
こ
と
と

な
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
が
、
市
と

し
て
は
今
後
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
改

善
す
る
つ
も
り
が
な
い
の
か
。

答
職
員
駐
車
場
の
有
料
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
本
格
実
施

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

問
文
化
庁
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

す
も
の
に
つ
い
て
、
日
本
遺
産
と
位
置

づ
け
文
化
財
の
保
存
整
備
や
活
用
、
発

信
、
伝
統
芸
能
・
工
芸
を
含
む
文
化
芸

術
の
創
造
、
発
信
を
通
し
、
観
光
推
進
、

文
化
・
芸
術
創
造
都
市
機
能
強
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
目
的
で
日
本
遺
産
認
定

制
度
の
創
設
を
目
指
す
こ
と
を
決
定
し

た
。
認
定
遺
産
に
対
し
国
の
支
援
も
あ

る
が
、
本
市
の
認
定
に
関
す
る
取
り
組

み
は
。

答
本
市
で
は
、
日
本
遺
産
認
定
申
請

の
前
提
条
件
で
あ
る
国
指
定
文
化
財
の

認
定
を
受
け
る
た
め
、
現
在
、
板
東
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所
跡
及
び
鳴
門
板
野
古
墳
群
の

国
指
定
史
跡
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
史
跡
は
、
地
域
の
歴
史
的
特

長
を
顕け
ん

著ち
ょ

に
表
し
て
お
り
、
周
辺
地
域

に
点
在
す
る
様
々
な
文
化
遺
産
の
核
と

な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
国
指
定
史
跡
化

を
優
先
し
そ

の
価
値
を
評

価
し
て
い
た

だ
い
た
う
え

で
、
日
本
遺

産
認
定
申
請

を
考
え
て
い

ま
す
。

し
、
運
用
し
て
い
く
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
も
生
じ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
毎
年
抽
選
を
行
な
う

な
ど
公
平

性
を
担
保

し
た
制
度

運
営
と
な

る
よ
う
工

夫
し
て
い

き
た
い
と

考
え
て
い

ま
す
。

◆
学
校
教
育
に
つ
い
て

問
特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
、
子
供

た
ち
に
向
け
た
個
別
の
教
育
支
援
計

画
と
指
導
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
市
と
し
て
こ
れ
ら
2
つ

の
計
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

答
今
後
改
め
て
全
て
の
学
校
に
対
し

て
、
保
護
者
と
の
連
携
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
指
導
を
行
い
、
学
校
と
保
護
者

の
共
通
認
識
の
も
と
、
計
画
に
基
づ
い

た
適
切
な
指
導
や
必
要
な
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
、

子
供
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
教

育
支
援
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

浜
はま

 　盛
せい

幸
こう

上
うえ

田
だ

 公
こう

司
じ

個人質問

個人質問

職員駐車場有料化により駐車スペースに
余裕ができた文化会館駐車場

板東俘虜収容所跡に建つドイツ村公園

個 

人 

質 

問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊
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個 

人 

質 

問

◆
新
た
な
高
齢
者
福
祉
計
画
に

　
つ
い
て

問
新
年
度
か
ら
始
ま
る
第
６
期
介
護

保
険
事
業
の
新
た
な
施
策
と
介
護
保
険

料
の
基
準
額
に
つ
い
て
。

答
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
現
在
の
体
制

で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
核
と
し
て
の

役
割
を
十
分
果
た
せ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
後
方
支
援
と
な
る
機
能
強
化
す
る

た
め
新
た
な「
基
幹
型
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
鳴
門
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
設
置
し
、
高
齢
者
の
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
認
知
症
者
や

そ
の
家
族
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に

介
護
予
防
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
ま

す
。
介
護
保
険
料
の
基
準
額
に
つ
い
て

は
国
の
制
度
改
正
や
統
合
事
業
に
移
行

す
る
サ
ー
ビ
ス
、
給
付
費
適
正
化
等
を

精
査
し
た
結
果
５
７
６
０
円
を
新
た
な

基
準
額
と
し
ま
し
た
。

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

問
電
子
黒
板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な

ど
の
I
C
T
機
器
を
ど
の
よ
う
に
整
備

充
実
し
ど
の
よ
う
に
授
業
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

答
平
成
26
年
度
に
小
学
校
６
年
生
用
と

中
学
校
１
年
生
用
と
し
て
21
台
を
整
備

し
、
平
成
27
年
度
に
は
小
学
校
６
年
生

用
に
６
台
、
中
学
校
１
年
生
用
に
11
台

を
追
加
整
備
し
ま
す
。I
C
T
機
器
の

活
用
に
つ
い
て
は
児
童
・
生
徒
の
学
習

に
対
す
る
意
欲
や
興
味
・
関
心
を
高
め
、

わ
か
る
授
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問
食
育
の
観
点
か
ら
米
飯
給
食
時
に
お

け
る
牛
乳
な
し
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
。

答
本
市
の
学
校
給
食
に
お
い
て
は
原

則
と
し
て
牛
乳
を
含
む
献
立
と
し
て
い

ま
す
が
、
献
立
の
工
夫
に
よ
っ
て
は
カ

ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
等
を
他
の
食
品
で
一

定
程
度
は
代
替
で
き
る
こ
と
や
伝
統
的

な
食
文
化
の
継
承
に
つ
い
て
配
慮
す
る

観
点
か
ら
牛
乳
な
し
で
学
校
給
食
摂
取

◆
徘
徊
高
齢
者
の
見
守
り
体
制

　
に
つ
い
て

問
認
知
症
を
起
因
と
す
る
高
齢
者
の

徘
徊
を
地
域
で
見
守
る
体
制
や
徘
徊
高

齢
者
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
装
置
な
ど
の
補
助
支
援
に
つ
い
て
。

答
現
在
、鳴
門
警
察
署
を
事
務
局
と
す
る

「
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
う
ず
し
お
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
」が
運
用
さ
れ
て
お
り
、
平
成
27

年
度
よ
り
本
市
に
お
い
て
は
関
係
団
等
と

連
携
し「
鳴
門
市
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
徘
徊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」の
開
催
に
加
え
、
平

成
27
年
３
月
11
日
か
ら
運
用
さ
れ
る「
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
」を
活
用
し
、
地

域
を
あ
げ
た
支
援
や
行
方
不
明
者
の
捜
索

マ
ニュア
ル
等
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
徘

徊
者
の
早
期
発
見
の
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器

の
補
助
支
援
に
つ
い
て
有
効
な
手
段
で
先

進
的
な
取
り
組
み
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、

基
本
料
金
や
緊
急
に
依
頼
し
た
時
の
利
用

負
担
な
ど
幾
つ
か
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
今
後
も
引
き

続
き
支
援
に
向

け
て
の
調
査
や

研
究
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

基
準
を
満
た
す
献
立
が
で
き
る
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
情
報
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
の

　

 

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

答
３
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
新
た
な

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
見
や
す
い
親
し
み
の
持

て
る
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
向
け
サ
イ
ト
を
構
築
し
ま
す
。
ま

た
、I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
と

し
て
、
災
害
時
緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
の
更
新
や
不
審
者
や
徘
徊
者

の
方
の
情
報
に
つ
い
て
の
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

川
かわ

田
た

 達
たつ

司
じ

山
やま

根
ね

 　巌
いわお

個人質問

個人質問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

本年度中にリニュ―アルされる
市公式ウェブサイト

行方不明者を探すために
デジタル防災行政無線も活用
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◆
公
共
施
設
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

　
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
に
つ
い
て

問
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
中
、
今
後
公
共
施
設
の
延
べ
床
面
積

を
増
や
さ
な
い
こ
と
が
、
絶
対
条
件
で

あ
る
よ
う
に
考
え
る
。
そ
こ
で
必
要
に

な
る
の
が
、
一
つ
建
て
る
と
一
つ
廃
止

す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
原

則
で
あ
る
が
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て

廃
止
さ
れ
る
施
設
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
か
。
ま
た
会
計
上
、
本
市

の
有
形
固
定
資
産
の
減
価
償
却
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
旧
ド
イ
ツ
館
、旧
母
子
寮
を
売
却
し
、

旧
鳴
門
市
立
板
東
病
院
や
、
旧
堀
江
保

育
所
、
旧
板
東
保
育
所
、
旧
大
津
保
育

所
に
つ
い
て
も
売
却
す
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
旧
ご
み
焼
却
施
設
に
つ
い
て

も
解
体
撤
去
の
費
用
と
し
て
２
億
７
３

０
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

有
形
固
定
資
産
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
取
得
原
価
で
評
価
し
、

資
産
の
種
類
ご
と
に
ま
と
め
て
減
価
償

却
を
行
う
に
と
ど
ま
り
、
固
定
資
産
単

◆
下
水
道
行
政
に
つ
い
て

問
現
在
、
本
市
で
の
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
向
上
の
た
め
に
下
水
道
へ
の

接
続
と
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
推

進
す
る
の
か
。

答
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て
は
接
続

時
に
必
要
と
な
る
個
人
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
複
数
の
方
に
同
時
に
接
続
申
請

し
て
い
た
だ
く
グ
ル
ー
プ
申
請
制
度
を

御
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
以
前

に
比
べ
て
接
続
に
積
極
的
な
方
が
ふ
え

つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
合

併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
も
既
設
の
単

独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
槽
を
撤
去

し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

の
個
人
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
設
置
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
市
民
の
皆
様

の
汚
水
処
理
意
識
の
向
上
の
た
め
周
知

及
び
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

位
で
の
減
価
償
却
等
の
処
理
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
後
は
財
政
状

況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
も
、
現

金
の
出
入
り
の
管
理
だ
け
で
は
な
く
、

ス
ト
ッ
ク
情
報
を
重
視
し
、
固
定
資
産

台
帳
の
整
備
を
行
い
、
平
成
28
年
度
決

算
か
ら
新
た
な
基
準
に
基
づ
く
財
務
諸

表
の
作
成
を
目
指
し
ま
す
。

問
旧
ご
み
焼
却
施
設
解
体
後
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
。

答
今
後
の
利
用
方
法
と
し
て
は
、
災

害
時
の
避
難
場
所
や
救
援
基
地
と
な
る

防
災
広
場
と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
消
防
行
政
に
つ
い
て

問
救
急
患
者
を
搬
送
す
る
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
使
用
さ

れ
る
の
か
、
ま
た
、
ど
こ
に
搬
送
す

る
の
か
。

答
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
要
請
が
あ

る
と
、
医
師
と
看
護
師
が
搭
乗
し
、
生

命
の
危
機
に
切
迫
し
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
傷
病
者
を
治
療
し
た
後
、
症
状
に

適
し
た
医
療
施
設
に
搬
送
し
ま
す
。
県

内
に
お
い
て
は
徳
島
県
立
中
央
病
院
が

基
地
病
院
と
な
っ
て
お
り
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
着
陸
場
所
の
一
つ
で
あ
る
う
ず
し

お
ふ
れ
あ
い
公
園
ま
で
は
出
動
要
請
か

ら
約
５
分
で
到
着
し
ま
す
。

東
ひがしだに

谷 伸
しん

治
じ

平
ひら

塚
つか

 保
やす

二
じ

個人質問

個人質問

ドクターヘリの着陸場所のうずしおふれあい公園

利活用が検討されている旧衛生センター跡

個 

人 

質 

問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊
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個 

人 

質 

問

第2回定例会の開催予定
　平成２７年第２回定例会は、５月２８日から６月１６日までの
20日間の予定です。

５月28日㈭	 第２回定例会 開会 イケ
	 予算決算委員会 イ
　　29日㈮	 一般質問通告締切
６月３日㈬	 一般質問（会派代表質問） イケ　
　　４日㈭	 一般質問（個人質問） イケ　
　　５日㈮	 一般質問（個人質問） イケ
　　　	 予算決算委員会 イ
		　	８日㈪	 総務文教委員会 イ　
　　９日㈫	 生活福祉委員会 イ
　　10日㈬ 産業建設委員会 イ
　　15日㈪ 議会運営委員会・全員協議会
　　16日㈫ 第２回定例会 閉会 イケ

イ：インターネットで中継・録画配信
ケ：ケーブルテレビで中継・録画放送

人 事 案 件

●固定資産評価審査委員会委員

●人権擁護委員

　原
はら

内
うち

 日
ひ

出
で

美
み

 氏 （北灘町）

　冨
とみ

田
だ

 　崇
たか

夫
お

 氏 （大麻町）

　武
たけばやし

林 　久
ひさ

代
よ

 氏 （里浦町）

　服
はっとり

部 　善
よし

子
こ

 氏 （撫養町）

　仲
なか

須
ず

 　眞
ま

理
り

 氏 （大津町）

　細
ほそ

井
い

 　一
かず

夫
お

 氏 （瀬戸町）

　荒
あらかわ

川 富
ふ

久
く

枝
え

 氏 （撫養町）

　金
かなざわ

澤 　利
としあき

明 氏 （大麻町）

◆
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
つ
い
て

問
鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
お

け
る
体
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
特

に
温
水
プ
ー
ル
と
市
営
球
場
の
整
備
方

針
は
。

答
温
水
プ
ー
ル
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
で
整
備

の
要
望
が
あ
り
、
国
や
県
、
他
市
町
村

の
状
況
の
情
報
収
集
に
努
め
、
整
備

の
手
法
等
を
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

市
営
球
場
に
つ
い

て
は
利
用
者
の
安

全
確
保
と
快
適
に

プ
レ
ー
で
き
る
よ

う
方
策
を
検
討
し

ま
す
。

◆
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

問
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
等
の
現
状
と
方
針
は
。

答
本
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
対
策
と

し
て
、
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
、
運

動
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
貯
筋
ク
ラ
ブ
教

室
や
い
き
い
き
運
動
教
室
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
る

高
齢
者
の
方
も
多
く
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
も
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
介

護
予
防
事
業
と
し
て
、
中
国
健
康
体
操

教
室
や
シ
ニ
ア
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
教
室

な
ど
生
涯
に
わ
た
り
気
軽
に
参
加
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
の
場
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
等
の
イ

ベ
ン
ト
実
施
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
、
継
続
的

に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
作
る
た

め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
補
助
金

の
創
設
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
世
帯
へ
の
公
共
下
水
道
事

業
に
関
す
る
支
援
策
の
検
討
は
。

答
高
齢
者
で
構
成
さ
れ
る
低
所
得
者

世
帯
に
対
し
、
１
人
に
つ
き
１
ヶ
月
当

た
り
８
㎥
分
の
使
用
料
減
免
を
実
施

し
、
ま
た
、
複
数
の
方
に
同
時
に
接
続

申
請
し
て
い
た
だ
く
グ
ル
ー
プ
申
請
制

度
を
御
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
高
齢
者

支
援
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
あき

岡
おか

 芳
よし

郎
ろう

個人質問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

いきいき健康教室（黒崎集会所）

　市議会では、市民の皆様に分かり易い、開かれた議会を目指し、本会議や
常任委員会、また特別委員会などについては、インターネットによる生中継
と、録画による配信も行っており、いつでもご覧いただけます。
　なお、本会議は、ケーブルテレビのテレビ鳴門でも、生中継に加え、録画
放送を行っております。是非ご覧下さい。
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平成 27 年度当初予算・平成 26 年度補正予算審査

　7日間にわたり、予算決算委員会および各分科会を開催し、
平成27年度予算・平成26年度補正予算に関する26議案につい
て審査しました。

委員会での審査の中で出た質疑、意見・
要望やそれに対する答え、説明を抜粋し
ました。

（●説明・答え　★意見・要望　■質疑）

■市の予算の使い道について議論しました■

教 育 • 文 化

市 民 生 活

そ の 他

福 祉 • 健 康

観 光 • 産 業

暮 ら し を 守 る

【子ども・子育て】
■子ども・子育て支援新制度に関連して、保育所と認定こ
ども園で著しく差があった場合、認定こども園に対して市
として関わることはできるのか。
●幼稚園部分については学校教育の観点から、保育の部分に
ついては児童福祉の観点から市も関与できると考えている。
●子育て世帯臨時特例給付金について来年度からは給付金
の金額、支給方法等大きく内容が変わる予定であるため、
詳細が決まり次第、広報等で周知をはかりたい。
★支給漏れがないように努めて欲しい。

【教育・文化】
●「なると第九」ブランド化推進基金の使途については、現
段階では、「第九」アジア初演100周年記念事業における、
演奏会のための費用を想定しており、積立ての方針につい
ては、寄附をいただいた金額の倍額を積み立てる。

★「第九」アジア初演100周
年記念事業をもっと全国的
に、国際的に広めていかな
いといけない。単に、文化
交流推進課だけでなく、商
工政策課、観光振興課との
連携はもちろん、プロジェ
クトチームを作って対応していく必要があるのでは。
■新学校給食センター建設予定地は液状化の危険性がある
が調査結果で問題はなかったのか。
●市では数種類の地質調査と薬品の漏出による土壌汚染の有
無の調査を行い、その結果を徳島県に届け出て問題はない。
建物の基礎は液状化の影響を受けない部分に作るため建物
自体は心配ないが、周辺から水が出たりすれば出入りが困
難になることも想定される。

教 育 • 文 化

市 民 生 活

そ の 他

福 祉 • 健 康

観 光 • 産 業

暮 ら し を 守 る
【福　　　祉】

●現在５ヵ所ある地域包括支援センターの機能強化をはかる
ため、基幹型地域包括支援センターの設置を鳴門市社会福祉
協議会に委託することを想定しており、各地域包括支援セン
ターが抱える困難事例の対応、認知症対策、生活支援サービ
スの創出などの後方支援等を実施する予定である。

★地域包括支援センターは、ケアプラ
ンの作成だけではなく、総合相談窓口
等の様々な役割があるが、民間に委託
しているため利益に重きがいく傾向に
あるがそれを管理するような基幹型地
域包括支援センターとなるようにしな
ければならないのではないか。

●臨時福祉給付金給付事業補助金について、本市の支給実
績は、国が推計した支給対象者の見込み数を基にすると申
請率92.7％、支給率は85.9％であり、平成26年度は広報
紙やチラシで周知を行い、対象となり得る方には個別に案
内文書を送付した。

【健　　　康】
●国民健康保険加入者の平成27年度における、人間ドッ
ク、脳ドックの定員は360名、	90名を予定しており、平成
26年度よりそれぞれ10名、	30名の増としており、受診病
院については市内2ヵ所であり、受診者枠を増やすことに
非常に苦慮している。
★市内の病院だけでは受診者枠に制限があるため市外の病
院での受診を検討することは出来ないのか。

教 育 • 文 化

市 民 生 活

そ の 他

福 祉 • 健 康

観 光 • 産 業

暮 ら し を 守 る
【防災・災害】

★国の補助要件から外れるため、ため池ハザードマップに
は載らない田畑のない住宅地のため池や管理者が不在で放
置されているため池が市民の身近にあり危険な場合には、
実態を調査・把握し対策を講じておくべき。
★大規模災害が発生した時のボラン
ティアの受け入れはボランティアセン
ターに中心となり行ってもらう必要が
あり、その時のための人材研修ができ
るように鳴門市ボランティアセンター
活動補助金をもっと増やして欲しい。

【消　　　防】
●本市の消防団員数は、維持・微増で推移している。
しかし、消防団員には被雇用者が増えており、災害の発生
時に緊急に集まりにくい状況にある。隣接する分団との再
編により地域防災力の底上げに努めたい。
★消防活動の中で重要な部分を占める自主防災組織に対し
ても、組織の高齢化が進む中、消防団や消防組織による活
動の拡大への支援に努めてほしい。
★消防団員の増員にも限界があることから、今後は消防署
員や救急救命士を増員し、消防本部体制の強化にも力を入
れていくべき。
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教 育 • 文 化

市 民 生 活

そ の 他

福 祉 • 健 康

観 光 • 産 業

暮 ら し を 守 る

【税】
■市民税、固定資産税等の予算計上額が平成26年度当初
予算より減額となっている要因と今後の見通しは。
●人口減少や高齢化による納税義務者数の減少や地価の下
落、消費税率の引き上げ以降のたばこの買い控え等により、
固定資産税や個人市民税、市たばこ税について、３億円あ
まりの減少と見込んでおり、今後もその状況は推移するも
のと考えている。

【消費者行政】
●消費生活に関する相談件数については、平成24年度と
平成26年度を比較した場合、著しく増加しており、平成
26年度から鳴門市消費者協会に対する委託の中身を見直
し、鳴門市消費生活センターにおける相談員のサポート業
務を加えた。
★専門的な知識を持っており、また、相談件数も増えてき
ているため、相談員の待遇改善を検討してほしい。

【市　民　活　動】
●Ｗe	Loveなるとまちづくり活動応援補助金については
平成25年度から始まった補助金であり、市内で活動して
いるNPO法人、ボランティア団体、市民活動団体等が自
主的に行う公共的な活動を公募提案で募集し、審査のうえ、
補助金をそれぞれ交付するものであり、平成27年度につ
いては50万円増額して、150万円としている。

★Ｗe	Loveなるとまちづくり活動応援補助金はボラン
ティア団体とＮＰＯ法人等が、今まで出来なかったことが
できるように、また、これから始めようとするきっかけ作
りとして非常に重要かつ有効な補助金であり、実績等の追
跡調査をしっかり行って欲しい。

【環境・衛生】
■EMの効果についての検証結果は。
●配布した団体から、EMを散布したところ臭気がなくなっ
た、溝が綺麗になってきた、
家庭排水の浄化やトイレ等の
脱臭が出来た、キッチン等の
清掃で汚れが落ちやすくなっ
た等の使用後の感想、意見を
いただいており効果があるも
のと理解している。
★EMには、このような効果
があったと、もっと市民にア
ピールして欲しい。

【下　水　道】
★下水道使用料が平成25年度から比較するとあまり増え
ておらず、全員に加入してもらうことが基本だと思うので、
現行の施策に加えて、できるだけ全員に納得して加入して
もらえるような施策を検討してほしい。

教 育 • 文 化

市 民 生 活

そ の 他

福 祉 • 健 康

観 光 • 産 業

暮 ら し を 守 る

【観　　　光】
●徳島ヴォルティスが、Ｊ1であったときの昨年１年間の
ホームゲームへの来客数は、15
万人を超えており、Ｊ2の時の
約２倍であったことから、Ｊ2
に降格にはなったが、再びＪ1
に昇格するための応援を継続し
て、そのための施策を行い、盛
り上げていってほしい。

【企　　　業】
★ボートレース鳴門の外向発売所の指定席使用料につい
て、来客者が高齢になってきていることから、指定席及び
指定席以外の席の形状や使用料について、改めて考えた方
がよいのではないか。
●ボートレース鳴門本場の指定席は、今までは１種類で
あったが、新スタンドでは、グレードの違う指定席も作る
予定であるので、それと合わせて外向発売所の方も、検討
していきたい。

教 育 • 文 化

市 民 生 活

そ の 他

福 祉 • 健 康

観 光 • 産 業

暮 ら し を 守 る

【まちづくり】
★渡船は市外では少なくなってきており、特色のあるもの
だと思うので、地元の利用者数の減少を考慮して、観光に
も活用できるように検討してほしい。
■本市のバス事業が徳島バス株式会社に民間委託されたこ
との効果については。
●乗り継ぎについては委託前から配慮してダイヤを組んで
おり、利便性はあまり変わらないが、不十分な点について
はできる範囲で対応していきたい。
★バス事業が民間委託されたことにより自由度が高まるの
ではと認識しており、今後も利便性の向上に努め、改善し
続けていってほしい。

【資　産　管　理】
■集会所の今後の方針については。
●公共施設等総合管理計画を平成28年度を目処に策定す
る予定としており、そこでの位置づけに際し、人口減少や
財政の収支見通しをふまえ、地元の皆さんと協議しながら
最適な配置について計画
していく。
●土地売払収入の3,000
万円については、旧の堀
江・板東・大津の各保育
所等の土地の売却を予定
している。
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市 民 の 広 場
　鳴門市議会では、市民の皆さんが議会をより身近に感じられる
ような議会だよりをめざして、日々取り組んでおります。
　本紙をお読みになり感じたことや疑問点などがありましたら、
議会事務局まで手紙・ファクス・ Eメールでおよせください。

① 議会だより紙面について（感想、ご要望など）
② 議会のしくみや専門用語についての疑問
　 文の様式は問いませんが、300字以内とします。
③ 鳴門市で直近３ヶ月以内に撮影した写真
　 カラープリントで、できれば鳴門市ならではのもの、季節感のある
　 ものでお願いします。

※ 内容等についてお問い合わせさせていただくことがありますので、 
　 住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記してください。
　 （紙面には年齢・性別のみ掲載させていただきます。）
※ 紙面の都合で掲載できない場合がありますので、ご了承ください。
※ 投稿していただいたものは返却できません。
※ 写真は表紙に掲載させていただきますが、編集の過程でトリミング
　 等の加工をすることがありますのでご了承ください。　　

✿宛　　先✿ 鳴門市議会事務局
 〒772−8501　徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜170番地
  （088）684−1234  ／  （088）684−0814
   ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ.ｎａｒｕｔｏ.ｌｇ.ｊｐ

…　市民の皆さんのご応募をお待ちしております …

議会活動（平成27年３月〜５月）
３月

２日　生活福祉委員会
３日　産業建設委員会
４日　予算決算委員会第１分科会
５日　予算決算委員会第２分科会
６日　予算決算委員会第３分科会
７日　大鳴門橋開通30周年記念オープニング
　　　イベント渦フェスタ
９日　議会運営委員会
10日　議会運営委員会
　　　本会議
　　　附属機関設置審査特別委員会
　　　総務文教委員会
11日　滴翠クラブ３月例会（徳島市）
12日　予算決算委員会全体質疑（特別質疑）
13日　予算決算委員会
14日　徳島自動車道（鳴門JCT〜徳島IC／
　　　松茂スマートIC）開通式
15日　阿波えらいやっちゃツーデーウォーク
　　　出発式
　　　NARUTO総合型スポーツクラブ設立総会
16日　議会運営委員会
　　　全員協議会
17日　閉会
　　　市表彰審査委員会
22日　北灘東・西幼稚園休園並びに
　　　北灘東・西小学校休校式
24日　市シルバー大学校卒業式
27日　議会広報委員会
29日　鳴門市吟剣詩舞道大会
４月

８日　市内新規就職者激励大会
９日　黄色い帽子贈呈式（堀江北小）
10日　黄色い帽子贈呈式（堀江北幼）
16日　議会広報委員会
　　　市表彰審査委員会
19日　市身体障害者連合会総会
28日　議会広報委員会
29日　藍住町制施行60周年記念式典（藍住町）
30日　議会運営委員会
５月

２日　市保育協議会定期総会
８日　市婦人連合会総会
　　　市幼小中PTA連合会総会
９日　市子どものまちづくり推進協議会総会
10日　市戦没者追悼式
11日　石巻市議会（宮城県）会派視察来庁
12日　市老人クラブ連合会総会
　　　天童市議会（山形県）委員会視察来庁
13日　議会広報委員会
　　　第２回定例会日程協議
14日　瀬戸内海地区議会競艇連絡協議会
　　　定期総会（山口県）
15日　市制施行68周年記念表彰式
　　　市人権教育推進協議会理事会・研修会
18日　市民生委員児童委員協議会総会
19日　徳島県市議会議長会定期総会（阿波市）
21日　議会運営委員会
22日　シルバー人材センター定時総会
　　　大麻町商工会通常総会
25日　市防犯協会理事会及び総会
　　　市環境衛生組合連合会総会
26日　四国市議会議長会定期総会（徳島市）
27日　鳴門市チャレンジデー2015
28日　第２回定例会開会
　　　予算決算委員会
29日　議会だより配布

（議会広報委員会）
委　員　長：東　　正昇
副委員長：松浦　富子
委　　員：上田　公司・大石美智子・叶井　克典
　　　　　野田　粋之・圃山　俊作・山根　　巌

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

〜 編集を終えて 〜
　今日から６月ですね。 97年前の1918年６月１日、板東
俘虜収容所でドイツ兵捕虜によって、ベートーヴェン「第
九」交響曲がアジアで初めて全曲演奏されました。 
　初演の背景には、収容所所長である松江豊寿をはじめ
とする、職員の捕虜に対する人道的な処遇や、捕虜と地元
の人々との国境を越えた心温まる交流など、まさに「第九」
が持つ人類愛の精神を体現した史実がありました。 
　その精神は現在でも市民を中心に受け継がれ、今年も
６月第一日曜日に「第九」演奏会が行われます。

募 集 中


